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Ｊ
Ｃ
Ｍ
結
成
60
周
年
に
想
う
こ
と
ど
も

～「
ワ
ー
ル
ド
ナ
ウ
」
落
穂
拾
い
か
ら
～

プ
ロ
ロ
ー
グ

　
Ｊ
Ｃ
Ｍ
結
成
60
周
年
、諸
々
の
想
い
が
去

来
す
る
。

　

先
人
た
ち
の
歴
史
を
受
け
継
ぐ
現
役
活

動
家
の
皆
さ
ん
に
は
、新
た
な
ス
テ
ー
ジ
で

未
来
を
切
り
拓
く
べ
く
、日
夜
健
闘
さ
れ
て

い
る
姿
に
敬
意
を
表
し
た
い
し
、何
ら
か
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
も
お
伝
え
し
て
み
た
い
。
が
、

側
面
か
ら
の
雑
音
は
遠
慮
す
べ
き
と
も
思

う
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
手
掛
け
て
か
ら
36

年
、
一
区
切
り
も
近
い
Ｊ
Ｃ
Ｍ
誌
連
載
「
ワ

ー
ル
ド
ナ
ウ
」
の
内
容
を
、
こ
こ
で
共
に
振

り
返
っ
て
み
る
の
も
一
案
か
と
考
え
た
。
と

い
う
の
も
、
寄
稿
の
度
ご
と
に
、
活
動
家
の

皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
た
か
っ
た
海
外
動
向

を
中
心
に
、
と
き
に
関
連
す
る
筆
者
の
さ

さ
や
か
な
「
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
行
間
に
込

め
て
、執
筆
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

　

以
下
、
そ
の
い
く
つ
か
を
、
ラ
ン
ダ
ム
に

拾
っ
て
、ア
ラ
カ
ル
ト
風
に
記
述
し
て
み
た

い
。（
順
不
同
）

反
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
闘
争
の
こ
ろ

　

ま
ず
は
、南
ア
フ
リ
カ
の
人
権
問
題
へ
の

取
り
組
み
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
れ
は
、
Ｊ
Ｃ
Ｍ
結
成
前
夜
の
1

 
9
 
6
 

0
年
春
、筆
者
が
国
際
金
属
労
連（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
、

現
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
）
に
入
職
、
日
本

事
務
所
に
配
属
さ
れ
た
こ
ろ
、南
ア
の
ア
パ

ル
ト
ヘ
イ
ト
体
制
は
す
で
に
全
土
を
覆
っ

て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
と
く
に
国
民
党（
白

人
系
）
が
政
権
を
掌
握
し
て
以
降
、
圧
倒
的

多
数
の
黒
人
系
諸
民
族
2
3
0
0
万
人 

を
、不
毛
の
10
地
域
に‘
隔
離
・
統
治
’
し
た

こ
と
で
、本
格
化
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

連
載
当
初
の「
ワ
ー
ル
ド
ナ
ウ
」（
No.
2
、

1
9
8
8
年
）
は
、
反
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
運

動
を
と
り
あ
げ
た
。
そ
の
代
表
例
と
し
た

の
が
1
9
6
0
年
の「
シ
ャ
ー
プ
ビ
ル
虐
殺

事
件
」
で
あ
る
。
諸
政
党
に
よ
る「
パ
ス
法
」

反
対
集
会
に
警
察
隊
が
発
砲
し
、
死
者
69

人
、負
傷
者
多
数
を
出
す
衝
撃
的
な
大
事
件

で
あ
っ
た
。

　

政
府
は
諸
政
党
を
非
合
法
化
し
、1
万
8
 

0
0
0
人
を
逮
捕
・
拘
留
。
1
9
6
2
年
、

反
体
制
派
の
指
導
者
ネ
ル
ソ
ン
・
マ
ン
デ
ラ

氏
を
、大
陸
南
端
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
沖
の
ロ
ベ

ン
島
に
流
刑
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

当
然
、
国
際
労
働
運
動
も
こ
う
し
た
南

ア
の
状
況
を
看
過
し
な
か
っ
た
。
国
連
を

動
か
し（
1
9
8
8
年
、「
南
ア
経
済
制
裁
」

決
議
へ
）、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
を
動
か
し
た
。
そ
れ
は

し
か
し
、容
易
な
道
の
り
で
は
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。

　

Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
最
初
の
公
式
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が

南
ア
を
訪
問
し
た
の
は
、つ
と
に
1
9
6
2

年
の
こ
と
だ
っ
た
。
当
然
最
重
視
し
た
の

は
人
権
擁
護
で
あ
り
、わ
け
て
も
労
働
者
の

団
結
権
保
障
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
機
に
、現

地
で
の
オ
ル
グ
活
動
が
進
展
し
、
1

 
9
 
6
 

9
年
、米
系
多
国
籍
自
動
車
企
業
の
諸
工
場

で
組
織
化
に
成
功
、ド
イ
ツ
系
自
動
車
企
業

で
も
そ
れ
が
実
現
し
た
。
苦
闘
す
る
現
地

労
働
者
に
寄
せ
た
、Ｉ
Ｍ
Ｆ
欧
米
加
盟
組
織

の
連
帯
行
動（
と
く
に
親
企
業
へ
の
働
き
か

け
）
が
結
実
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
1
9
8
6
年
に
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
南

ア
闘
争
の
象
徴
と
も
い
う
べ
き
事
態
が
発

生
す
る
。
そ
れ
が「
マ
エ
キ
ソ
裁
判
」
で
あ

っ
た
。
反
体
制
運
動
の
指
導
者
、南
ア
金
属

労
組（
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｓ
Ａ
）
の
モ
ー
ゼ
ス
・
マ
エ
キ

ソ
書
記
長
ほ
か
が
、国
家
反
逆
罪
・
政
府
転

覆
工
作
罪
に
問
わ
れ
た
裁
判
で
あ
る
。
そ

の
先
に
は
、死
刑
判
決
が
見
え
隠
れ
し
て
い

た
。

　

折
か
ら
開
催
の
Ｉ
Ｍ
Ｆ
中
央
委
員
会
は

マ
エ
キ
ソ
支
援
を
打
ち
出
し
、各
国
加
盟
組

織
が
動
い
た
。全
米
鉄
鋼
労
組（
Ｕ
Ｓ
Ｗ
Ａ
〉

は
顧
問
弁
護
士
を
派
遣
し
、裁
判
監
視
委
員

会
を
立
ち
上
げ
る
。
フ
ラ
ン
ス
加
盟
組
織

は
日
刊
各
紙
に
全
ペ
ー
ジ
広
告
を
張
り
、南

ア
大
統
領
へ
の
公
開
質
問
状
を
掲
載
し
た

…
。

　

Ｊ
Ｃ
Ｍ
も
、
中
村
卓
彦
議
長（
当
時
）が

南
ア
総
領
事
館
を
訪
れ
、人
道
的
・
民
主
的

な
対
話
に
よ
る
解
決
を
強
く
求
め
た
の
で

あ
る
。
長
期
化
す
る
裁
判
費
用
の
た
め
に

Ｉ
Ｍ
Ｆ
国
際
連
帯
基
金
に
二
度
に
渡
り
拠

出
。
現
地
に
、Ｉ
Ｍ
Ｆ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
一
員

と
し
て
、専
従
者
を
派
遣
し
た
の
も
一
度
な

小
島 

正
剛

金
属
労
協（
Ｊ
Ｃ
Ｍ
）顧
問
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ら
ず
。

　

そ
し
て
鉄
鋼
連
盟
に
南
ア
か
ら
の
鉄
鉱

石
・
石
炭
輸
入（
そ
れ
ぞ
れ
8
5
0
万
ト
ン
）

の
一
時
凍
結
、電
機
の
経
営
者
連
盟
に
は
パ

ソ
コ
ン
の
南
ア
向
け
輸
出
の
一
時
凍
結
を

申
し
入
れ
た
。
と
い
う
の
も
、
当
時
日
本
は

対
南
ア
貿
易
で
は
世
界
第
一
位
と
な
っ
て

い
た
の
だ
。
国
連
は
1
9
8
8
年
に
「
南
ア

経
済
制
裁
決
議
」
を
採
択
し
て
お
り
（
既

述
）、
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
特
別
委
員
会
の
ガ

ル
バ
委
員
長
は
名
指
し
で
日
本
を
非
難
し

て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、南
ア
貿
易
額

は
漸
減
し
て
い
っ
た
。

　

1
9
8
8
年
末
、つ
い
に
マ
エ
キ
ソ
書
記

長
ら
が
2
年
半
に
お
よ
ぶ
監
禁
か
ら
解
放

さ
れ
、ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
体
制
の
崩
壊
に
つ

な
が
っ
て
い
く
。
マ
ン
デ
ラ
氏
の
釈
放
は

1
9
9
0
年
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

後
日
、
現
地
を
再
訪
し
た
と
き
、マ
エ
キ

ソ
書
記
長
は
Ｉ
Ｍ
Ｆ
や
Ｊ
Ｃ
Ｍ
の
全
面
的

な
連
帯
行
動
に
感
謝
し
つ
つ
、か
つ
て
筆
者

に
訴
え
た
言
葉
を
撤
回
し
た
。か
れ
は
、「
日

本
の
組
合
は
、人
権
問
題
に
つ
い
て
は
関
心

が
薄
い
の
で
は
」
と
懐
疑
的
だ
っ
た
の
で

あ
る
。
当
時
南
ア
に
は
日
系
企
業
の
進
出

は
な
く
、
た
め
に
一
般
的
に
は
日
本
労
組

の
関
心
は
希
薄
な
の
だ
っ
た（
No.
7
、1
 
9
 

9
0
年
）

　

い
ま
、
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
世
界
的
に「
人

権
デ
ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス（
Ｄ
Ｄ
）」
の

取
り
組
み
が
進
展
し
て
い
る
こ
と
は
評
価

に
値
し
よ
う
。
わ
け
て
も
、サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
を
含
む
団
結
権
の
確
立
が
、
依
然
と

し
て
重
要
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
負
の
遺
産

　

痛
ま
し
い
児
童
労
働
に
つ
い
て
触
れ
た

の
は
、
2
0
0
5
年
の
「
ワ
ー
ル
ド
ナ
ウ
」

（
No. 

70
）で
あ
っ
た
。
冒
頭
で
二
つ
の
文
章

を
引
用
し
て
い
る
。

　

ま
ず
一
つ
は
、遠
く
19
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス

産
業
革
命
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
石
炭
採

掘
が
拡
大
し
た
こ
ろ
、エ
ン
ゲ
ル
ス
が
刊
行

し
た
著
作
か
ら
で
あ
る
。

　
「（
炭
鉱
で
は
）
石
炭
を
引
き
ず
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
女
性
や
子
供
ら
が
、

多
く
の
場
合
両
脚
の
間
に
曳
き
具
と
鎖
を

通
し
て
箱
に
結
び
つ
け
、低
い
坑
道
を
四
つ

ん
這
い
に
な
っ
て
通
り
抜
け
、
も
う
一
人
が

後
ろ
か
ら
押
し
て
い
く
。
頭
で
押
す
た
め

に
局
部
的
な
刺
激
や
、痛
い
腫
物
や
脳
腫
瘍

が
起
こ
る
。
多
く
の
場
合
、坑
道
は
ま
た
湿

度
が
高
く
、こ
れ
ら
の
労
働
者
は
、汚
れ
た
、

あ
る
い
は
塩
分
を
含
ん
だ
、皮
膚
を
一
様
に

刺
激
す
る
深
さ
数
イ
ン
チ
の
水
の
中
を
、這

っ
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
も
と
も
と
鉱

山
労
働
者
に
特
有
の
病
気
が
、こ
う
い
う
恐

ろ
し
い
奴
隷
労
働
に
よ
っ
て
、ど
ん
な
に
い

っ
そ
う
ひ
ど
く
な
る
か
は
、容
易
に
想
像
で

き
る
で
あ
ろ
う
」（「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る

労
働
者
階
級
の
状
態
」
1
8
4
5
年
刊
、ラ

イ
プ
ツ
ィ
ヒ
）。

　

次
い
で
、「
2
0
0
5
年
世
界
児
童
労
働

反
対
デ
ー
」
に
あ
た
り
、Ｉ
Ｌ
Ｏ
が
発
行
し

た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
一
文
で
あ
る
。
サ
ブ

タ
イ
ト
ル
に
は「
生
き
る
た
め
に
掘
り
続
け

る
」
と
あ
る
。「
子
供
た
ち
は
長
時
間
、
重

荷
を
背
負
っ
た
り
、
爆
薬
を
仕
掛
け
た
り
、

砂
や
泥
を
ふ
る
い
に
か
け
た
り
、狭
い
坑
道

の
中
を
腹
這
い
に
な
っ
て
働
い
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、有
害
な
粉
塵
を
吸
い
込
み
、ま
た
、

鉛
や
水
銀
な
ど
の
危
険
な
有
害
物
質
を
含

む
川
の
水
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
」。

　

一
読
し
て
、
こ
れ
が
奇
し
く
も
あ
の
エ
ン

ゲ
ル
ス
の
文
章
の
延
長
線
上
に
あ
る
こ
と

に
気
づ
か
さ
れ
る
の
は
、筆
者
の
み
で
は
あ

る
ま
い
。エ
ン
ゲ
ル
ス
の
時
代
か
ら
1
6
0

年
も
の
歳
月
を
経
た
今
日
に
至
る
ま
で
、子

供
た
ち
を
こ
の
よ
う
に
働
か
せ
続
け
た
現

実
に
愕
然
と
す
る
の
で
あ
る
、
と「
ワ
ー
ル

ド
ナ
ウ
」
は
自
戒
の
念
を
込
め
て
述
べ
て

い
る
。

　

児
童
労
働
撲
滅
に
必
要
な
の
は
、
世
界

の
軍
事
費
の
わ
ず
か
数
％
に
す
ぎ
な
い
と

い
う
指
摘
を
よ
そ
に
、
か
れ
ら
は
今
日
も

ど
こ
か
で
、生
き
る
た
め
に
働
き
続
け
て
い

る
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
を
め
ぐ
っ
て

　

2
0
2
1
年
、
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム

が
公
表
し
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
指
数

（
Ｇ
Ｇ
Ｉ
）
が
、
日
本
は
1
5
6
カ
国
中
1
 

2
0
位
と
し
た
の
を
受
け
、「
ワ
ー
ル
ド
ナ

ウ
」（
No.
1
0
9
、2
0
2
1
年
）は
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
問
題
を
取
り
上
げ
た
。

　

冒
頭
で
、
女
性
解
放
運
動
の
先
駆
者
た

ち
、産
業
革
命
時
代
の
メ
ア
リ
・
ウ
ル
ス
ト

ン
ク
ラ
フ
ト
（
英
）
や
、
社
会
主
義
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
時
代
の
ク
ラ
ー
ラ
・
ツ
ェ
ト

キ
ー
ン（
独
）に
触
れ
て
い
る
。ツ
ェ
ト
キ
ー 

ン
女
史
は
、1
9
0
4
年
3
月
8
日
に
米

国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
女
性
労
働
者
た
ち
が
、

「
参
政
権
」
を
求
め
て
果
敢
に
デ
モ
を
展
開

し
た
こ
と
を
重
視
し
、
こ
の
日
を「
女
性
の

政
治
的
自
由
と
平
等
の
た
め
に
戦
う
記
念

日
」
と
す
る
よ
う
提
唱
し
た
の
だ
っ
た
。

　

国
連
が
こ
の
日
を
も
っ
て
国
際
女
性
デ

ー
に
制
定
し
た
の
は
1
9
7
5
年
の
こ
と

で
あ
る
。
ツ
ェ
ト
キ
ー
ン
女
史
が
当
時
提

唱
し
て
か
ら
実
に
60
年
以
上
が
経
過
し
て

い
た
こ
と
を
、「
ワ
ー
ル
ド
ナ
ウ
」
は
想
い

起
し
た
の
で
あ
っ
た
。
今
年
は
、あ
の
デ
モ

の
1
0
0
周
年
で
あ
る
。

　

次
い
で
、
先
を
行
く
欧
州
の
男
女
賃
金

格
差
是
正
へ
の
動
向
に
も
触
れ
た
が
、
最

後
部
で
は
、‘
労
組
執
行
部
構
成
’の
男
女

比
率
に
つ
い
て
報
告
し
て
い
る
。

　

例
え
ば
Ｇ
Ｇ
Ｉ
第
3
位
の
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
の
ケ
ー
ス
で
は
、
す
で
に
概
ね‘
男
女
同

数
’を
達
成
し
て
い
る
。
が
、
ご
く
例
外
的

に
、
女
性
従
業
員
が
過
半
数
の
サ
ー
ビ
ス

業
部
門
の
労
組
Ｐ
Ａ
Ｍ
で
は
、
執
行
部
16

人
中
10
人
が
女
性
で
あ
る
。
看
護
師
労
組

に
い
た
っ
て
は
、執
行
部
15
人
中
14
人
ま
で
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が
女
性
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
ま
た
こ

の
先
進
国
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
も
う
一

つ
の
姿
な
の
か
、あ
る
い
は
も
は
や
数
合
わ

せ
は
無
用
と
い
う
こ
と
な
の
か
。
ち
な
み

に
男
性
組
合
員
か
ら
の
苦
情
は
届
い
て
い

な
い
と
い
う
、と
締
め
く
く
っ
て
い
る
。

労
働
時
間
ア
ラ
カ
ル
ト

　

直
近
の「
ワ
ー
ル
ド
ナ
ウ
」（
No.
1
1
5
、

2
0
2
4
年
）は
、
欧
州
の
Ｉ
Ｍ
Ｆ
加
盟
組

織
が
相
次
い
で
週
40
時
間
制
を
勝
ち
取
っ

た
の
が
1
9
5
0
〜
1
9
6
0
年
代
で
あ
っ

た
こ
と
、そ
の
背
景
に
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
世
界
時
短

決
議
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
。
そ
の
成
果

が
共
闘
と
国
際
連
帯
を
標
榜
す
る
Ｊ
Ｃ
Ｍ

結
成
を
、
後
押
し
す
る
要
因
の
一
つ
で
あ
っ

た
こ
と
を
想
起
し
て
い
る
。

　

後
半
で
は
、
ド
イ
ツ
金
属
労
組（
Ｉ
Ｇ
メ

タ
ル
）の
時
短
闘
争
の
経
緯
を
紹
介
し
た
。

思
い
起
こ
す
の
は
1
9
8
9
年
、週
35
時
間

制
導
入
を
論
じ
た
Ｉ
Ｇ
メ
タ
ル
全
国
大
会

（
西
ベ
ル
リ
ン
）を
、中
村
卓
彦
議
長（
当
時
）

と
共
に
傍
聴
し
た
こ
と
で
あ
る
（
No.
6
、

1
9
8
9
年
）。Ｉ
Ｇ
メ
タ
ル
は
大
会
当
時
、

す
で
に
週
37
時
間
制
に
移
行
し
て
い
た
の

だ
っ
た
。

　

そ
の
後
も
Ｉ
Ｇ
メ
タ
ル
の
労
働
時
間
の

取
り
組
み
は
印
象
的
で
、長
期
労
働
時
間
口

座
、
高
齢
者
の
短
時
間
労
働
選
択
権（
早
期

退
職
）、
育
児
・
介
護
希
望
者
に
最
長
２
年

間
の
週
28
時
間
労
働
選
択
権
、
選
択
オ
プ

シ
ョ
ン
制
等
々
、
着
実
に
労
働
者
の「
時
間

主
権
」「
個
人
的
請
求
権
」
を
拡
充
さ
せ

て
い
る
。

　

そ
れ
で
思
い
起
こ
す
の
は
、週
35
時
間
制

へ
の
突
破
口
と
な
っ
た
1
9
8
4
年
大
闘

争
で
、
提
起
さ
れ
た
「
時
短
の
３
大
理
由
」

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
①
労
働
の
人
間
化
、

②
時
短
に
よ
る
労
働
の
適
切
な
配
分（
雇
用

対
策
）、
③
生
活
と
社
会
形
成
、
で
あ
っ
た
。

Ｉ
Ｇ
メ
タ
ル
の
時
短
闘
争
の
い
ま
に
も
繋

が
る「
理
由
」
で
あ
る
だ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、

週
35
時
間
制
が
導
入
さ
れ
た
の
は
1

 
9
 
9
 

5
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

2
0
2
3
年
末
に
は
、
鉄
鋼
産
業
で
、
市

況
に
応
じ
週
32
時
間
労
働
制
を
可
能
と
し

て
い
る
。
週
4
日
制
へ
の
足
固
め
の
よ
う

に
も
見
え
る
の
で
あ
る
。

　

こ
う
述
べ
て
き
て
、も
う
一
度
想
い
起
す

の
は
、
あ
の
西
ベ
ル
リ
ン
か
ら
の
帰
途
、
機

内
で
中
村
議
長
が
語
っ
た
言
葉
で
あ
る
。

「
Ｉ
Ｇ
メ
タ
ル
の
よ
う
な
大
産
別
方
式
は
価

値
が
あ
る
。‘
一
つ
の
運
動
体
’
が
国
内
も

国
際
も
強
力
に
効
率
よ
く
運
動
展
開
し
て

い
る
」。

　

一
方
で
、
1
9
6
0
年
代
ナ
シ
ョ
ナ
ル

セ
ン
タ
ー
の
分
立
す
る
状
況
下
で
、金
属
が

横
断
的
に
結
集
し
た
共
闘
・
Ｊ
Ｃ
方
式
も

高
く
評
価
し
て
い
た
。
が
、そ
の
さ
ら
な
る

未
来
に
も
思
い
を
は
せ
て
お
ら
れ
た
の
だ

ろ
う
か
。Ｊ
Ｃ
Ｍ
が
「
あ
り
方
討
委
員
会
」

を
立
ち
上
げ
た
の
は
、そ
の
前
後
で
あ
っ
た

よ
う
に
記
憶
す
る
。

多
国
籍
企
業
対
策
の
嚆
矢
を
見
る

　

Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
多
国
籍
企
業
対
策
の
嚆
矢
は
、

1
9
6
6
年
に
立
ち
上
げ
た
米
ビ
ッ
グ
ス

リ
ー
中
心
の「
Ｉ
Ｍ
Ｆ
世
界
自
動
車
協
議
会

（
Ｗ
Ａ
Ｃ
）」
で
あ
っ
た
。
1
9
7
0
年
代
に

は
Ｊ
Ｃ
Ｍ
の
積
極
的
な
注
力
に
よ
り
、「
Ｉ

Ｍ
Ｆ
日
産
・
ト
ヨ
タ
世
界
自
動
車
協
議
会
」

が
、つ
い
で「
Ｉ
Ｍ
Ｆ
本
田
・
三
菱
・
マ
ツ
ダ

世
界
自
動
車
協
議
会
」、
電
機
で
は
「
Ｉ
Ｍ

Ｆ
松
下
世
界
協
議
会
」
の
発
足
を
み
て
い

る
。
今
日
の
多
国
籍
企
業
（
Ｍ
Ｎ
Ｃ
）労
組

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
先
駆
で
あ
っ
た
。（「
ワ

ー
ル
ド
ナ
ウ
」
番
外
編
、
2
0
1
2
年
）。

　

当
時
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
や
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
「
多
国
籍

企
業
行
動
規
範
」
の
策
定
に
も
Ｉ
Ｍ
Ｆ
が

取
り
組
む
中
で
、Ｊ
Ｃ
Ｍ
も
積
極
的
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
。

　

そ
の
折
の
日
本
発
言
の
ベ
ー
ス
に
な
っ

た
事
例
に
つ
い
て
は
、
2
0
1
6
年
の
「
ワ

ー
ル
ド
ナ
ウ
」（
No.
1
0
0
）
が
振
り
返
っ

て
い
る
。
こ
の
回
は
、
前
半
で
、
1
9
7
0

年
代
に
日
本
企
業
の
在
外
事
業
所
で
多
発

し
た
労
使
紛
争
（
主
と
し
て
組
織
化
問
題
）

へ
の
取
り
組
み
を
記
述
し
た
の
で
あ
る
。

Ｉ
Ｍ
Ｆ
東
ア
ジ
ア
地
域
事
務
所
と
連
携
し
、

親
企
業
へ
の
働
き
か
け
な
ど
敏
速
な
連
帯

行
動
を
推
進
し
て
注
目
さ
れ
た
Ｊ
Ｃ
Ｍ
に

は
、
ア
ジ
ア
の
金
属
以
外
の
産
業
労
組
か

ら
ま
で
、支
援
・
協
力
要
請
が
届
く
よ
う
に

な
っ
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
下
、Ｊ
Ｃ
Ｍ
は
イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ヴ
を
と
り
、
1
9
7
4
年
、繊
維
や
化

学
の
産
別
と
共
に
、「
多
国
籍
企
業
問
題
対

策
労
組
会
議
（
Ｔ
Ｃ
Ｍ
）」
を
立
ち
上
げ
た

の
で
あ
る
。
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
の
枠

を
超
え
て
の
Ｊ
Ｃ
方
式
だ
っ
た
。
そ
れ
を

受
け
て
同
年
、経
営
者
6
団
体
も「
日
本
在

外
企
業
協
会（
Ｊ
Ｏ
Ｅ
Ａ
）」
を
立
ち
上
げ
、

経
営
側
と
し
て
の
「
企
業
行
動
指
針
」
を

策
定
し
た
の
で
あ
る
。

　

Ｔ
Ｃ
Ｍ
事
務
局
を
担
当
し
た
Ｊ
Ｃ
Ｍ

は
、翌
1
9
7
5
年
、政
労
使
三
者
構
成
の

「
多
国
籍
企
業
問
題
対
策
会
議
」
の
立
ち
上

げ
に
成
功
し
た
。
こ
の
会
議
の
成
果
の
一

つ
は
、「
海
外
事
業
所
の
組
織
化
に
際
し
て

は
、日
本
企
業
は
中
立
を
保
ち
、
妨
害
し
な

多国籍労組会議第21回総会（1993年9月）。1973年結成以来、IMF-JC
が担当してきた会議事務局を1994年総会以降、連合へ移管を確認
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60年の歴史から新たな出発

い
」
と
の
マ
ク
ロ
合
意
を
成
立
さ
せ
た
こ

と
で
あ
る
。
た
だ
、と
き
に
ミ
ク
ロ
の
企
業

レ
ベ
ル
で
は
、必
ず
し
も
そ
れ
が
遵
守
さ
れ

な
い
ケ
ー
ス
が
発
生
し
た
の
も
事
実
で
あ

っ
た（
連
合
の
発
足
後
、
Ｔ
Ｃ
Ｍ
事
務
局
の

作
業
は
連
合
に
移
管
さ
れ
て
い
る
）。

欧
州
の
金
属
連
帯
で
思
う
こ
と

　

欧
州
共
同
体
（
Ｅ
Ｃ
）
が
、
さ
ら
な
る
統

合
・
欧
州
連
合（
Ｅ
Ｕ
）へ
と
移
行
し
た
の
は

1
9
9
2
年
の
こ
と
で
あ
る
。
労
働
側
の

統
合
対
策
が
ど
う
展
開
さ
れ
た
の
か
、そ
の

前
年
の「
ワ
ー
ル
ド
ナ
ウ
」（
No. 

16
）
が
報
告

し
て
い
る
。

　

当
時
、企
業
行
動
は
す
で
に
自
由
に
国
境

を
超
え
、
域
内
諸
国
に
事
業
所
を
展
開
、
国

境
を
ま
た
ぐ
事
業
所
の
統
廃
合
も
際
立
っ

て
い
た
。

　

当
然
、
一
国
内
で
の
情
報
共
有
や
労
使

協
議
体
制
で
は
、対
処
不
十
分
と
な
り
、超

国
家
的
な
企
業
戦
略
の
決
定
レ
ベ
ル
に
、

従
業
員
側
の
関
与
が
及
ば
な
い
状
況
が
生

じ
て
い
く
。
そ
れ
は
、雇
用
問
題
を
は
じ
め

労
使
関
係
に
軋
轢
を
生
じ
さ
せ
、
と
き
に

国
境
を
超
え
る
紛
争
を
呼
び
起
こ
し
も
し

た
の
で
あ
る
。

　

そ
う
し
た
企
業
行
動
の
域
内
基
準
設
定
、

つ
ま
り
法
制
化
が
必
須
と
な
っ
た
の
だ
。

欧
州
労
連
（
Ｅ
Ｔ
Ｕ
Ｃ
）が
取
り
組
ん
だ
の

が
、
欧
州
労
使
協
議
会（
Ｅ
Ｗ
Ｃ
）
指
令
の

策
定
で
あ
っ
た
。

　

難
産
な
が
ら
、
1
9
9
4
年
Ｅ
Ｗ
Ｃ
指

令
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、各
国
関
係

事
業
所
の
従
業
員
代
表
が
定
期
的
に
一
堂

に
会
し
、
中
央
経
営
陣
と
対
話
し
、
情
報
共

有
と
協
議
を
す
る
権
利
が
法
的
に
保
障
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
Ｅ
Ｗ
Ｃ
指
令
採
択
へ
の
動
き
を
け

ん
引
し
た
の
が
、各
国
に
お
け
る
金
属
労
組

の
先
駆
的
取
り
組
み
で
あ
っ
た
。
そ
の
好

事
例
は
ド
イ
ツ
に
も
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

Ｉ
Ｇ
メ
タ
ル
は
欧
州
諸
国
の
フ
ォ
ル
ク
ス

ワ
ー
ゲ
ン
工
場
の
労
働
者
組
織
間
で「
欧
州

レ
ベ
ル
工
場
協
議
会
」
を
設
置
し
、
合
計

20
万
人
を
代
表
し
た（
1
9
9
0
年
当
時
）。

同
協
議
会
は
定
期
的
に
中
央
経
営
代
表
と

会
合
す
る
と
、国
境
を
超
え
る
経
営
戦
略
を

巡
っ
て
情
報
を
共
有
、職
場
労
働
者
の
声
を

代
表
し
協
議
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
「
ワ
ー
ル
ド
ナ
ウ
」（
No.
1
1
4
、
2

 
0
 
2
 

4
年
）
は
、そ
の
辺
の
経
緯
を
再
び
ふ
り
返

り
、進
行
中
の
Ｅ
Ｗ
Ｃ
指
令
改
定
へ
の
最
新

動
向
を
報
告
し
た
。

　

わ
が
国
の
場
合
、
Ｅ
Ｕ
に
匹
敵
す
る
ほ

ど
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
機
構
は
存
在
し

な
い
。
が
、労
使
の
自
律
的
な
取
り
組
み
は

当
然
自
由
で
あ
る
。
言
わ
ず
も
が
な
、イ
ン

ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
加
盟
の
関
係
労
組
は
、そ

れ
ぞ
れ
自
主
独
立
、
相
互
不
可
侵
、
相
互
連

携
の
関
係
に
あ
る
か
ら
、そ
う
し
た
労
組
間

の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
交
流
を
も
と
に「
多
国
籍

企
業
労
組
（
Ｍ
Ｎ
Ｃ
）ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を

立
ち
上
げ
、
国
を
超
え
て
の「
労
使
の
社
会

対
話
」
を
も
つ
。
そ
の
延
長
線
上
に
は
、
グ

ロ
ー
バ
ル
枠
組
み
協
定（
Ｇ
Ｆ
Ａ
）の
締
結

が
あ
る
（「
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
活
動
方

針
」
の
実
践
）。

　

ち
な
み
に
、イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
は
ド

イ
ツ
系
を
含
め
50
を
超
え
る
Ｇ
Ｆ
Ａ
を
締

結
し
て
お
り
、
合
計
8
7
0
万
人
以
上
を

カ
バ
ー
し
て
い
る
。

　

目
下
の
と
こ
ろ
、
国
際
産
別
が
日
系
企

業
と
の
間
に
締
結
し
た
例
は
3
件
で
あ
る

が
、金
属
分
野
に
は
ま
だ
な
い
。か
つ
て「
協

定
は
無
く
て
も
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
人

権
や
団
結
権
は
守
れ
る
」と
の
主
張
が
あ
っ

た
が
、協
定
を
回
避
す
る
一
部
経
営
者
の
論

理
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
は
、現
代
の

「
契
約
社
会
」
に
あ
っ
て
は
通
用
し
な
い
空

論
と
な
っ
て
い
よ
う
。

エ
ピ
ロ
ー
グ
に
代
え
て

　

以
上
、「
ワ
ー
ル
ド
ナ
ウ
」
の
い
く
つ
か

を
拾
っ
て
見
て
き
た
。
そ
の
中
で
ふ
と
思

い
起
こ
し
た
の
は
、「
J
C
M
労
働
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
」
に
出
講
し
た
際
の
、
あ

る
シ
ー
ン
で
あ
る
。
国
際
労
働
運
動
を
説

明
し
て
い
た
の
だ
が
、若
手
の
受
講
生
か
ら

思
い
が
け
ぬ
質
問
を
受
け
た
の
だ
っ
た
。

「
組
合
活
動
家
の
基
本
理
念
は
何
だ
と
思
う

か
」と
、探
る
よ
う
に
問
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

思
う
ま
ま
に
答
え
た
の
は
こ
う
だ
っ
た
。

「
内
外
の
先
人
た
ち
や
仲
間
た
ち
の
活
動
姿

●金属労協顧問

小島正剛 こじま・せいごう　

1960 年ＩＭＦ（国際金属労連）日本事
務所に入職以来、金属労協事務局長代
理、同国際局長、同副議長（国際委員長）

（以上 IMF との兼務）、ＩＭＦ地域代表
を務めるなど国際労働運動一筋。1998
年金属労協顧問に。日本労働ペンクラ
ブ前代表代理他。主要著書「グローバ
ル連帯 落穂拾い」他。

勢
か
ら
、
学
び
と
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、ど
ん
な
時
代
に
あ
っ
て
も
、‘
組
合

と
し
て
当
た
り
前
の
こ
と
を
、
当
た
り
前

に
、
決
意
を
も
っ
て
遂
行
す
る
’と
い
う
こ

と
で
す
。
答
え
に
な
っ
て
い
ま
す
か
」。

　

思
え
ば
そ
れ
は
、「
ワ
ー
ル
ド
ナ
ウ
」
が

と
き
に
伝
え
、本
稿
プ
ロ
ロ
ー
グ
で
触
れ
も

し
た「
メ
ッ
セ
ー
ジ
」の
一
つ
で
も
あ
っ
た
。

あ
の
質
問
者
が
納
得
し
て
く
れ
た
か
は
、定

か
で
は
な
い
。（
了
）

（
2
0
2
4
年
９
月
13
日
記
）


